
 日本建築法制会議 第７７回総会 議事録
日　時：　２０１５年６月２２日（月曜日）１４時～１６時００分
場　所：　東京都中央区京橋区民館４号室洋室
出席者：　８名（敬称略・50音順）　
大山 宏、竹川忠芳、竹川真理子、辻 英一、真柄栄毅、室田達郎、柳澤孝次、山田利行、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
〇提出資料（大山 宏）
・「十和田市立新渡戸記念館休館の経緯と現状ならびに諸問題について」、２０１５年６月１０日、
・「新国立競技場現行案に対する緊急市民提言」、神宮外苑と国立競技場を未来へ手わたす会、
http://2020-tokyo.sakura.ne.jp、２０１５年６月１６日
・「新国立「ねじれ都議会」、知事と整備費めぐり論戦」、東京新聞、２０１５年６月１７日
・「社説　国は謙虚に説明尽くせ　迷走の新国立競技場」、神奈川新聞、２０１５年６月１０日
・「国立競技場は設計段階からやり直すしかない」、http://www.videonews.com/marugeki-talk/740/
・「新国立競技場を考える「施設建築ワーキンググループ」議事録検証」、東京新聞、２０１４年１０月５日
⇒都には初めから風致地区指定を壊そうとする意思！

・「６月に見積もり合わせ / 大成、竹中とJSC / コスト、工期厳守へ協議 / 新国立競技場」、
建設通信新聞、２０１５年４月２１日

・「建設費は？費用負担は？…どうなる新国立競技場」、読売新聞、２０１５年６月５日
・「武道館に学べ　迷走する新国立競技場の屋根問題」、日本経済新聞　電子版、２０１５年６月１９日
・「【新国立競技場】コスト高、難工事・・・斬新なデザインが足かせに　　計画迷走に建築家、ゼネコン

から異議噴出・・・」、産経ニュース、２０１５年６月１９日
・「改正建基法が全面施行 / ３８条認定と適判簡素化 / 政令・省令順次施行へ」、
日刊建設工業新聞、２０１５年６月１日
・「建設産業史研　内田祥哉東大名誉教授が講演 / 設計から施工まで１者が責任」、
建設通信新聞、２０１５年６月８日
⇒傾聴すべき論点多い！　　『・・・設計競技とは利害関係者をまとめるためのもの、設計・施工一括契約がよい、設備の分離発注もダメ ・・・』　と強調した！
・「通天閣（大阪市浪速区） / 世界初の免震タワーに / 竹中工務店で装置設備完了」、
日刊建設工業新聞、２０１５年５月７日
・「当初の５５棟以外の免震材料の不正事案に係る建築物の構造安全性の検証に関する東洋ゴム
工業（株）による報告について」、国土交通省住宅局建築指導課、平成２７年５月２０日

・「小嶋進さん（元ヒューザー社長）、再審請求へ-『週刊新潮』が掲載しなかったコメント全文掲載」、
週刊金曜日、２０１５年４月２８日
・「コンカレント・エヴィデンス（日本語字幕・最終版）、https://www.youtube.com/watch?/v=1icw0m1xkbi 、　
・『法廷に立つ科学―「法と科学」入門　目次』、シーラ・ジャサノフ、（勁草書房、２０１５年７月予定）、
⇒原書 Ｓｈｅｉｌｌａ　Ｊａｓａｎｏｆｆ　、Science at the Bar, 1995( amazon ) の全訳。
・「なぜ自民・村上議員は安保法案に反対なのか「違憲裁判の多発は必至、敗れれば無効だ」」、
週刊東洋経済、２０１５年５月３０日号
・「平和安全法制」？ ウソばっかり！その実態は「戦争法案」です！」、ANTI Fascist Nagoya ７５８
・「特集ワイド：続報真相　便利さばかり強調するけど・・・危険が潜む、マイナンバー」、
毎日新聞、２０１５年４月２４日
・「豆乳ヨーグル　玄米投入法：主食宣言」、飯山一郎、２０１５年６月６日
・「乳酸菌は自宅で培養しよう」、飯山一郎、２０１５年５月３０日　http://grnba.com/iiyama/index.html
○提出資料（辻 英一）
・「免制震構造のすすめ」、辻 英一、建築と社会、１９９５年１０月
⇒阪神淡路大震災の前に、「Ｘ－ＤＡＹ研究会」を組織とは敬服！　　
・「「問題なし」でも続く不安　　揺れが収まらない東洋ゴムの免震偽装問題」、
Asahi Shimbun Weekly, AERA，２０１５．４．２０．
⇒１００と９９．６との違いは確定論では扱えない。変形の安全率を考えるか。

・「「偽装に起因するすべての費用を賠償　」　東洋ゴム工業の山本社長が国会で明言」、
ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ、２０１５－５－２５
・「免震偽装　再び地に落ちた建築への信頼」、ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ、２０１５－４－１０
・「虚像の免震　東洋ゴム偽装　性善　」、ＮＩＫＫＥＩ　ＢUＳＩＮＥＳＳ，２０１５．０６．０１．
⇒性善説の見直しはコスト的に果たして可能か。
・「東洋ゴムの製造能力に疑問符　高性能品の減衰能力が大幅に不足」、
ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－４－２５
・「罪深きはこの官僚　橋本公博　東洋ゴム偽装を「放置」した戦犯」、選択、２０１５．４．
・「建築行政はニーズ・シーズにどう応えるか-構造計算書偽装事件とその後の建築行政を中心に」、井上俊之、

日本建築総合試験所、ＧＢＲＣ，２０１５.１．（１５９）　ＶＯｌ.４０　Ｎｏ．１
・「罪深きはこの官僚 井上俊之　耐震基準の「穴」を隠蔽して危険を放置」、選択、２０１３．４．
・「特集 改正建築基準法　規制緩和で設計・審査の実務が変わる」、
ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－５－２５．
・「改正建築士法が平成２７年６月に施行されます。」、新・建築士制度普及協会、平成２７年３月
・「平成２７年６月１日から建築確認の申請手続きが変わります！」、国土交通省、平成２７年３月
・「日本ＥＲＩへの１億４８００万円の賠償命令が確定」、日経アーキテクチュア、2015年4月23日
・「日本ＥＲＩに１億４８００万円の賠償命令　高裁が構造計算ミスの見逃しを注意義務違反と判断」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１４－５－２５．
・「窓枠落下事故に揺れる甲府市新庁舎　クリープ現象などによる床スラブ沈下が原因」、
ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＴＲＥ，２０１５－５－２５．
⇒跳ね出し1.1ｍ、厚さ１５ｃｍスラブ先端が竣工後２年で 　クリープたわみ3.4ｍｍ＋弾性たわみ1.5ｍｍ。
・「カトマンズの歴史的建築物に被害集中　東大地震研の纐纈一起教授が見たネパール地震の現場」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　、ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－５－２５．
・「欠陥マンション住民が久留米市を提訴　耐震強度不足で建て替え命令を求める」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　ＮＩＫＫＥＩ　－ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－３－２５
・「民法改正でリスク増す設計者　引き渡しから２０年超でも損害賠償が請求しやすくなる」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－４－２５．
・「「特定空き家」を判断する指針案　危険性を市町村長が判断する基準を具体化」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－４－２５．
・「特定天井で初の大臣認定を取得　サントリーホールを鹿島が耐震改修」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－５－２５．
・「実務に役立つ法令解説　大震災前は予測不可能でも　今後は液状化の予見性が問題に」、林陽子、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，２０１５－１－２５．
・「神戸中心部　高層マンション「待った」海からの山並み　景観保護で市方針」、朝日新聞、2015年3月24日
・「大阪府　死者１３万人想定　南海トラフ　３割避難せぬ場合」、朝日新聞、平成25年10月30日
・「津波対策予算「節約」の動き　防波堤を低く　■防災林で代用」、朝日新聞2015年5月25日
・「大阪府域内陸直下型地震に対する建築設計用地震動および設計法に関する研究会（大震研）の
活動報告と指針概要の紹介」、ＪＳＣＡ関西、２０１５年
・「公務員弁護士　急増８７人 被災地ニーズ　６４自治体に」、朝日新聞、２０１５年4月12日
⇒弁護士会に入会はどうか、高額な会費はどこから・・・・

・「天声人語　マイホーム主義の語も今や廃れた。持ち家社会は変わろうとしているのか。」、
朝日新聞、２０１５年5月28日
・「新国立が屋根なしに　東京五輪大ピンチ　一番悪いのは誰だ？」、週刊文春、2015年6月4日
・「審議会見えぬ人選　意に沿わぬ委員排除も「賛成できないなら辞めて」」、朝日新聞、２００５年2月27日
○提出資料（室田達郎）
・「免震偽装　再び地に落ちた建築への信頼」、室田達郎、日本建築法制会議、2015年6月22日
・「建築構造設計と法規制」、室田達郎、科学、Ｖｏｌ．７４，Ｎｏ．９，Ｓｅｐ．２００４、岩波書店
・「構造計算書偽造事件に関して思うこと」、室田達郎、Ｊan.19, ２００６、新技術情報交流研究会
⇒違法行為の防止には性能要求レベルを下げる。標準の本質は状況変化に応じ積極的に変える。
○提出資料（竹川忠芳）
・「東京三弁護士会住宅紛争審査会　個別研修（免震材料不正事案対応）
日時：平成27年6月16日（火）18時00分～20時00分頃　場所：弁護士会館２階　クレオＢＣ
　　プログラムⅠ 免震材料不正事案の概要等について（今村 敬）、
Ⅱ 免震材料不正事案に係る相談体制について（滝澤 謙）
　　　　　　　　Ⅲ 東洋ゴム問題に関する法的な検討（犬塚 浩）、
・資料１ 「免震材料不正事案の概要等について」、国土交通省、平成27年6月
・資料２ 「免震材料不正事案」に係る建築物に関する相談体制について」、国土交通省、平成27年3月
・資料３ 「東洋ゴム事件における法的ポイント」、犬塚 浩、平成27年6月16日
〇提出資料（山田利行）
・「新渡戸記念館問題」、十和田新報、平成２７年６月２０日
・「新渡戸記念館　深まる対立　十和田市「解体やむなし」　◀▶ 新渡戸家「耐震調査、疑問」、
朝日新聞　青森、２０１５年６月１４日
・「耐震推定値「基準下回る」新渡戸記念館休館で十和田市が議会報告」、デーリー東北、２０１５年６月１３日
・「記念館無償譲渡　十和田市が打診　新渡戸家、拒否の構え」、東奥日報、２０１５年６月１３日
・「新渡戸記念館「補強できそう」東大名誉教授の内田さんら視察」、デーリー東北、2015年6月21日
・「新渡戸記念館等耐震診断業務委託　報告書〔新渡戸記念館〕、石川設計、平成２７年３月　
・「（株）石川設計による新渡戸記念館等耐震診断書「新渡戸記念館コンクリート強度に関する見解」に
ついて（批判）、２０１５年１月
「資料―１　新渡戸記念館　構造図による壁厚と壁配置図」
⇒建築家・生田勉氏の設計図書が山田利行氏の調査により発見された。
「資料―２　見解書の写真について」　、　
「資料―３　設計図書による壁のコンクリート厚さ（竣工図と異なる場合がある）」
「資料―４　コア　１－２の壁厚　仕上げについて」
・「福岡県建築物耐震診断・耐震改修マニュアル（平成２５年改訂）の付録１
準拠基準が無い建物の診断・改修について
　１．低強度コンクリート建物の耐震診断・耐震改修について
⇒設計図書を何ら調査せずコンクリート圧縮強度試験のみを根拠に、ＮＧの結論ありき。

⇒石川設計は低強度コンクリートという理由だけで改修可能性の検討を放棄している。

